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第６章  摘要  
 現在、ISO マネジメントシステムに取り組む組織は、確実に増加している。































そこで、本論文において、次の 2 つの研究を行った。  

























































































































サルティング体制、審査員資格、対象サイトの 4 点あげられた。  
 また、システムの基本的事項の相違点として、地域住民との関わり、対象
組織、公表の義務の 3 つの項目が大きく異なっていた。  
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 そして、要求事項の比較においては、 ISO14001 と KES ステップ 2 が同
じ項目であったが、LAS-E、KES ステップ 1 と徐々に要求が少ないという結
果であった。  
 最後に、調査事例による問題点を比較すると、 ISO14001 については、教
育訓練や経営層による見直しなどの項目について、改善点があげられた。  
また、それらの問題点の原因項目から、取組組織やコンサルタント、審査
員といった ISO に関わる関係者に広く原因があることがわかった。  







 このようにそれぞれの問題点が挙げられたが、まず、 ISO14001 の問題点
を解決するために、他組織との取組内容の交流、コンサルタント認定制度の
見直し、審査員認定制度の見直し、審査料金のスリム化と認証範囲の厳しい
チェックの 4 点を提案する。  
 KES については、他組織との取組内容の交流と KES 取得組織に対する全
国的特典の実施を提案する。  









 今回、 ISO14001 および ISO 9001 の取得の増加が目覚ましいことから、
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この 2 つの取得組織を取り上げて研究を行ったが、この研究結果がマネジメ
ントシステムを効果的に運用したいと考えている組織やコンサルタントの、
また今後のマネジメントシステムの効果的運用を論じる一助となれば幸い
である。  
  
